
冬休み～3学期前半の主な予定～ 

 いよいよ各々の進路に向け、受験に向けた手続きや取り組みが始まります。進路は一人一人異なっています。切磋琢磨してこの３学期を乗り越えていっ

てほしいと思います。県立高校の受験に関する校内〆切は、県から出ている日程よりも早めに設定しています。ご協力お願いします。 

   12／18(水) 12／19(木) 12／20(金) 12／21(土) 

   三者懇談会 三者懇談会 三者懇談会 

○私立推薦 WEB出願〆切 

 

12／22(日) 12／23(月) 12／24(火) 12／25(水) 12／26(木) 12／27(金) 12／28(土) 

 進路希望調査提出〆切 

◇県立推薦志願申込書

提出 8:00 まで 

○私立推薦受験料納付〆切 

□写真票校内〆切 

終業式 冬季休業～1／7 ○□私立、高専推薦

志願者面接作文練

習(12／26，27， 

1／6，7 の予定) 

  

12／29(日) 12／30(月) 12／31(火) 1／1(水) 1／2(木) 1／3(金) 1／4(土) 

 学校閉庁 学校閉庁 元日 学校閉庁 学校閉庁 学校閉庁  

1／5(日) 1／6(月) 1／7(火) 1／8(水) 1／9(水) 1／10(金) 1／11(土) 

 ○私立一般 WEB出

願～1／23 

 始業式 

書き初め大会 

確認ﾃｽﾄ(英数) 

確認ﾃｽﾄ(社国理) 

○国際大附推薦 

 不二越推薦 

 ○富一推薦 

 新川推薦 

1／12(日) 1／13(月) 1／14(火) 1／15(水) 1／16(水) 1／17(金) 1／18(土) 

 成人の日 

□富山高専推薦 

○高朋推薦 

 龍谷富山推薦 

□高専学力検査 WEB

出願～1／23 

○富一推薦合格発表 

○新川、不二越推薦

合格発表 

○国際大附、高龍、

推薦合格発表 

□高専 WEB 登録、 

 検定料払込〆切 

英語検定 

○片山推薦入試 

○龍富、高朋推薦

合格発表 

□高専写真票〆切 

○高一推薦 

1／19(日) 1／20(月) 1／21(火) 1／22(水) 1／23(水) 1／24(金) 1／25(土) 

 ◇県立志願者登録

（未登録者） 

◇県立推薦志願者

情報 WEB 入力・受

験料納付開始 

○私立一般受験料

納付開始 

○片山推薦合格発表 ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ学習 ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ学習 

確認ﾃｽﾄ（英数） 

○高一推薦合格発表 

確認ﾃｽﾄ(社国理) 

□高専推薦入学確

約書〆切 

○私立一般受験料

納付〆切 

 

1／26(日) 1／27(月)  1／28(火) 1／29(水) 1／30(水) 1／31(金) 2／1(土) 

 

 

◇県立推薦志願者

情報 WEB 入力・受

験料納付 

校内〆切 9:00 

     

2／2(日) 2／3(月) 2／4(火) 2／5(水) 2／6(木) 2／7(金) 2／8(土) 

 ◇県立一般志願

者情報入力 

校内〆切 9:00 

◇県立推薦受験票

印刷〆切 

○私立一般事前指導 

◇県立推薦事前指導 

※受験票持参 

○私立一般入試 

 ※各自受験会場

に行く 

○高朋合格発表 ○片山学園一

般入試 

2／9(日) 2／10(月) 2／11(火) 2／12(水) 2／13(木) 2／14(金) 2／15(土) 

□高専学力

検査 

◇県立推薦入試 建国記念日 三者懇談会 

○不二越、片山合

格発表 

三者懇談会 

○高一、新川、高龍、

龍富合格発表 

◇県立推薦内定 

□高専学力検査合格発表 

三者懇談会 

○富一、国際大附

合格発表 

 

2／16(日) 2／17(月) 2／18(火) 2／19(水) 2／20(木) 2／21 (金) 2／22(土) 

 ◇県立一般志願者情報

WEB 入力・受験料納付 

校内〆切 9:00 

  学年末考査 

□高専学力検査合格者

入学確約書提出〆切 

学年末考査  

 
３学年通信 第４号 

 

黒部市立明峰中学校 

 

令和６年 12月 18日（水） 

最高学年として充実の２学期になりました 

 ９月から１０月までの２か月で、夏休み中から準備をしてきた体育大会、クラスが一体となった合唱コンクールという３

年生が全力を尽くした２大行事が終了しました。11月からは、進路、委員会の引継ぎ、卒業･･･と中学校生活の集大成に向け

た総決算の日々が始まっています。悔いなく卒業する自分の姿を思い描き、４月からの進路を見据えて、今できること、やら

なくてはいけないことに精一杯取り組むことで、充実した３学期（登校日数４４日）にしてほしいと思います。 

 

＜総合的な学習「北方領土問題から国際理解を考える」＞ 

 ２学期の総合的な学習で、黒部と関わりが深い北方領土問題を取り上げ、国際社会とどう関わっていけばよい

か、自分たちにできることは何なのかについて考えました。学習の中で、北海道根室市の高校生や元島民の方か

ら気持ちを聞くことができました。 

北方領土に一番近い根室市では、ロシア語の授業を

受けることができたり、実際に肉眼で北方領土が見え

たりすることを聞き、驚きました。北方領土問題にお

いて、元島民が高齢化・減少し、また、若い世代も関

心が低くなっていることを知り、このままだと将来北

方領土が返還されないと思いました。今日から、情報

発信者である私たちが、学んだことを発信して、この

問題を拡散していくことが大切だと感じました。 

（女子） 

 元島民の方がビザなし交流をした時に、博物館に「北方

領土はロシアのものである」とか、ロシアの教科書の北方

領土の表記が曖昧だとか、ネットで調べただけでは分から

ない話を聞くことができ、とても勉強になりました。私た

ちは、なぜ北方領土が日本固有の領土なのかをしっかり説

明できる力が大切だと思いました。啓発活動は富山県でも

行っていると聞いたので、見かけたときはしっかり参加し

ようと思いました。             （女子） 

 高校生の方の発表は、クイズ形式で楽しく学ぶこと

ができ、とても興味がわきました。日本人一人一人の

意識が足りていないと思いました。（男子） 

 今まで元島民の方のお話を聞く機会がなかったので、実

際に北方領土をロシアに奪われた時の思いや、ビザなし交

流の際に北方領土返還という発言をしないでほしいと言わ

れた時は、本当に悔しく、辛かったと思います。（女子） 

 根室高校には、北方領土について学ぶ部活動がある

と知り、びっくりしました。真夏の暑い中、汗水を垂

らして活動をしていることに感動しました。とても効

果的な活動は署名活動だと言われました。僕も北方領

土返還への力になれるように、がんばりたいと思いま

した。                 （男子） 

 たくさんのスライドを準備していただけたので、多くの

情報にふれることができました。どれも詳しく書かれてい

たので、とても勉強になりました。昔と今の両国の関係が

全然違っていることも知り、無断で北方領土の海域等に入

ったらどうなってしまうのかということも聞きました。恐

かったです。                （男子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

虹 Rainbow 

  

学習に向かう 

冬休みにしましょう 

 



 最後の行事からの学びを、生徒の作文を抜粋して紹介します。 

＜体育大会：最高の仲間と最高の景色を見付けることができました＞ 

 本番は実力を１００％出すことができず、後悔

が残っています。しかし、練習を重ねて返事がだ

んだん大きくなり、団の団結力を感じた日々だっ

たので、団の一員としてみんなと一緒に戦えたの

はよかったです。少しでも団のみんなに貢献でき

ていたらいいと思います。充実した日々を過ごす

ことができ、仲間との関わり、感謝の気持ちの大

切さを学ぶ事ができました。最後の体育大会を、

「最高」で終わらせるために、どんなことも一生

懸命にがんばりました。      （黄隼団） 

 

応援合戦では今まで以上に緊張しました。踊るの

も体が震えました。しかし、最後の体育大会だから

笑顔で、全力で楽しむことを意識しました。本番は

たくさん失敗もしたけれど、３年間の中で一番楽し

く、悔いのない応援合戦でした。解団式の後、後輩

たちが私たちに向けて感謝の言葉を言ってくれまし

た。練習中の思いがきちんと後輩に伝わっていたの

だとわかって、努力したことは無駄ではなかったと

とてもうれしかったです。      （青龍団） 

 

  

 今回の体育大会で、僕の団は賞を一つも取れません

でした。しかし、団長に恵まれて、僕はよかったと思

いました。そんな素晴らしい団長だった彼が、すごく

大きなプレッシャーの中でも頑張り続けてきたのにも

関わらず、結果はこれでした。体育大会終了後、団長

は皆の前で少し泣きました。同じクラスで彼のとてつ

もない努力を身近で見てきたからこそ、泣いているの

を見た時すごく共感できたし、それとともに申し訳な

い気持ちもあふれ出てきました。こんな素敵な団の団

員になれたからこそ、体育大会をすごく楽しめたし、

すごくいい思い出にもなったので、団長を務めてくれ

た彼に感謝したいし、お疲れ様と言ってあげたいと思

いました。              （赤鷲団） 

 

 

 

 

 

＜合唱コンクール： 完全燃焼 ONLY ONE で最高の曲をみんなで創り上げました＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黄隼団 ～獅子奮迅～ 

 

青龍団 ～蒼海無双～ 

 

赤鷲団 ～赫灼心燃～ 

 

３組「花がほほえむ」 

 
１組「結―ゆいー」 

 
４組「ＹＥＬＬ」 

 

５組「青い鳥」 

 

２組「友―旅立ちの時」 

   

 

みらーれ TV 合唱コンクール放送 

R6.１／17(金)～１／23(木)(1日 3回) 

 

 

 

    

 過去最高のクラスの合唱にすることができました。トップ

バッターということもあってみんな緊張していたけれど、

１・２年生とは違う雰囲気で幕開けになったと思います。

今まで以上に全パートの声量があって、音程も最後の和音

も合って、歌いきることができました。この合唱コンクー

ルでクラスの絆も強まり、これから受験、卒業までいいス

タートを切れると思いました。みんなで横一線になって歩

いて行きたい。               （女子） 

 
成長できたところは、歌詞の中で強弱を付けることや、

気持ちや感情の表現を高めることを意識的にできたことで

す。１・２年生の時は声量や音程ばかりに意識が向いてし

まっていました。今回は仲間と協力しながら、作者が伝え

たいことを考えて歌うなど、曲想の工夫を体験でき多と思

います。                  （男子） 

 

中学校生活最後の合唱コンクールが遂に終わりました。 

合唱コンクールという行事は本当に素敵なもので、クラス

や学校によい刺激をたくさん与えてくれます。中学校生活

はあっという間だから、残り少ない日々を充実させて楽し

く、明るく過ごしていきたいです。合唱コンクールで創り

上げた絆を残りの生活に生かしていけたらなと思います。

合唱コンクール最高！！ありがとう。     （女子） 

 

僕はパートリーダーで、指示を出すことが多くなりまし

た。いつも練習の時には、「暗いな…」や「男女のバラン

スがとれていないな…」と思って、いろいろな課題があり

不安でいっぱいでした。本番では、みんなが正面を向いて

いて顔を見ることができなかったけれど、声からみんなが

楽しく歌っているのだろうと感じることができ、最高の合

唱だなと思いました。            （男子） 

 

今回、私は「もっと声を出して」と言いませんでした。 

なぜなら、これまでの学校生活で、声を出せない人がいる

ということを知ったからです。その代わりに「発声をもっ

と豊かにして」と言いました。声質が一定になって、声量

等の違いをみんなで補い合えると思ったからです。そうす

ると、だんだん歌声が改善されていきました。この経験か

ら、みんなで何かをするときは、できないことを無理にや

るのではく、できることをそろえ、みんなで補い合うこと

が大切だと学びました。これから違う特徴をもつ人同士で

集まって活動する時に、助け合っていけたらいいなと思い

ました。                  （女子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


